
平成 23 年度 学校法人 昭和大学 決算概要

平成23年度学校法人昭和大学の決算は、平成

24年５月15日の臨時理事会で承認後、同月25日

の評議員会に報告されました。平成23年度の主な

事業として、薬学部及び看護専門学校の教育施設

としての講義棟建設、学内情報基盤環境の整備、

富士吉田キャンパスの教育環境整備、看護専門学

校のマルチメディア教育システムの整備、臨床薬

理センター開設、歯科病院に隣接する土地・建物

の取得を行いました。また、各附属病院の教育及

び環境整備として、大学病院では、総合診療部に

よる一次二時救急受入体制の整備、藤が丘病院で

は 救急医療に係る施設を３階フロアーに集約す

るための改修工事を２か年計画で進めております。

横浜市北部病院では西棟産科病棟（マタニティハ

ウス）をオープンしました。決算の概要は次の通

りです。

一．貸借対照表について

平成24年３月31日現在の財産状況を示します。

固定資産(土地・建物・機器備品・特定資産他)と

流動資産(現金預金・未収入金他)の資産の部合計

は１，９２０億６２０万円で、前年度末と比べて

６６億３，８６０万円の増です。主な要因は、土

地７億７，８６０万円の増、建設仮勘定が６８億

５，１１０万円の増、教育用ソフトウェアが９，

５００万円の増、退職給与引当特定資産が２億円

の増、富士吉田校舎教育施設整備引当特定資産が

１億７，８３０万円の増、現金預金が６９億１，

５７０万円の増となっております。また、既存の

建物・機器備品等の減価償却額６６億９，７３０

万円が前年度簿価より減少しています。一方、固

定負債(長期借入金・学校債他)と流動負債(次年度

借入金返済金・未払金他)の負債の部合計は５７４

億５，１７０万円で、前年度末と比べて９９０万

円増加しました。長期借入金は１２億３，４００

万円、学校債は２億５００万円、前受金は３億１，

４７０万円減少しておりますが、退職給与引当金

は４億６，３５０万円、短期の借入金は３億６，

５９０万円、未払金は９億８３０万円増加してお

ります。

資産の部合計から負債の部合計を差し引いた

「正味財産」は１，３４５億５，４４０万円で、

前年度より６６億２，８７０万円増加しました。

二．消費収支について

消費収入の部合計は９０９億９，２００万円で、

基本金組入額４９億５，１１０万円を除く帰属収

入合計は９５９億４，３１０万円となります。予

算と比べて学生生徒納付金、手数料収入、補助金

収入、事業収入、雑収入が増、寄付金収入、資産

運用収入は減でした。全体として２８億７，０７

０万円予算より増となっております。一方、消費

支出は８９３億１，４４０万円で、予算と比べて、

人件費、借入金等利息が増、教育研究経費、管理

経費が減で、支出全体で２億３，８７０万円予算

より増となります。また、帰属収支差額では、６

６億２，８７０万円の収入超過となりました。前

年度は３３億８，５００万円の収入超過でしたの

で、前年度よりも３２億４，３７０万円の増益と

なります。結果的に消費収入から消費支出を引い

た消費収支差額は、１６億７，７６０万円の収入

超過となります。

三．資金収支について

資金収支は、法人の諸活動に対応する全ての収

入支出の内容を示します。当年度の資金収入は１，

０１６億３，４９０万円、資金支出は９４７億１，

９２０万円で、当年度の資金収支差額は６９億１，

５７０万円の収入超過でした。収入においては、

予算と比べて、学生生徒納付金収入は２億３，２

７０万円の増、手数料収入は２，８６０万円の増、

医療収入は８，５７０万円の減、寄付金収入は５，

６５０万円の減、補助金収入は２５億８，７００

万円の増、雑収入は１億７，３３０万円の増とな

っております。支出は、人件費が７億９，４３０

万円の増、教育研究経費が７億９，６３０万円の

減、管理経費が４，２６０万円の減でした。また、

その他の経費として土地、建物等の施設関係支出、

教育研究用機器備品、図書などの設備関係支出、

および資産運用支出があります。


